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学（Maharaja Sayajirao University of Baroda）とデリー大学（University of Delhi）で社会学部の創
設に携わったが、どちらの大学においても社会学と社会人類学の有機的な統合を目指し、この
                                                                 
1 シュリニヴァスはナラヤンの友人であり、また熱烈なファンでもあった（Panini 2007: 111, n.2）。 
2 日本も、基本的に人類学（社会人類学・文化人類学）と社会学を異なる学問分野として区別する傾向が
あるが、社会学部ないし社会学科の中で人類学を学べるようにしている大学も多い。 
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略して ‘EB’（Srinivas 1973）、または ‘Parthasarathy’（パルタサラティ）と呼んでいる（Srinivas 
1997: 1）。そのため、私は、この長兄の個人名のひとつが「パルタサラティ」であり、フルネー
                                                                 
3 当時は、社会人類学は「未開」地域を研究する学問で、社会学は先進地域を研究する学問であるという
認識が一般的であった。 
4 まんなかの「ナラシンハーチャール」はおそらく「ナラシンハ Narasimha」と「アーチャール achar」が
つながったものであり、「ナラシンハ」は「ナラ nara」（人間＝男）の身体と「シンハ simha」（獅子）の顔
をもったヴィシュヌ（Vishnu）の化身、「アーチャール」はサンスクリットで「行為、品行、道徳」を意味
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ムは「パルタサラティ」＋「もうひとつの個人名」＋「シュリニヴァス」、アルファベットで表
記すれば ‘P.*. Srinivas’（* にはもうひとつの個人名のイニシャルが入る）になるのだと思い込
んでいた。 
 ところが、この原稿をまとめるために読んだシュリニヴァスの追悼論文集（Misra et al. eds. 
2007）のなかに、シュリニヴァスの家族について触れている論文があり、そこに出てきた長兄
のフルネームは ‘M.N. Parthasarathy’ であった（Nataraj 2007: 26）。また、シュリニヴァスには、
この追悼論文集にも寄稿している社会学者の甥がいて、彼の名が ‘M.N. Panini’ であることもわ












 シュリニヴァスは、晩年、自伝の執筆に積極的に取り組んでいたのだが（Madan 2001: 120）、
1999 年 11 月 30 日、急性肺炎のため 83 歳で死去した時、まだその自伝は完成していなかった。
しかし、学者としての彼の生涯をたどるのはそれほど困難なことではない。シュリニヴァスは




Deshpande 2000; Shah 2000b など）。さらに、シュリニヴァスの存命中にも彼の経歴や業績に関




て書いた自伝的論文 2 本（Srinivas 1973, 1997）に主として基づき、シュリニヴァスの学者とし




























                                                                 
6 ただし、僧侶職についているオーソドックスな（vaidika）ブラーミン家庭ではなく、世俗的（loukika）
ブラーミン家庭であった（Srinivas 1976: 33）。 
7 マイソール藩王国は 1947 年のインド独立時にマイソール州としてインドに編入された。その後、マイソー
ル州は 1956 年の国家再編法によって周辺のカンナダ語地域と統合され、1973 年にマイソール州からカル
ナータカ州に改名された。 
8 シュリニバスの父は、マイソール市の電力部門に職を得たが、収入の大半は村に残してきた土地から得
ていた（Srinivas 1976: 5）。 












 シュリニヴァスは、1973 年に International Social Science Journal に書いた自伝的論文の中では、
自分が社会学者になったのは、青少年期にあまりからだが丈夫でなかったからだと述べている







に進むのは難しいだろうと考えていた。1931 年の中等学校修了試験（Secondary School Leaving 
Certificate Examination）において、シュリニヴァスはかなりよい成績を修めたため、化学や植







                                                                 
9 シュリニヴァスの長兄は英文学の修士号をもち、マイソールのマハラジャ高校の教師だった。後には、
マイソール大学で英語を教えている（Srinivas 1973: 130）。 
10 前述のように、シュリニヴァスは自分自身について言及するときに、社会学者と社会人類学者を区別す
ることなく用いている。 




 1933 年、「中間試験」11（intermediate examination）に合格し、3 年目からどのコースに進学し
て BA の学位を得ようか思案していたシュリニヴァスのところに、彼の言葉を借りると、「運命


















ローダ大学の副総長補佐（pro-vice chancellor）13 だったワーディアーであった（Srinivas 1973: 
144）。 
 シュリニヴァスは卒業後の進路として、漠然とボンベイ大学14（University of Bombay）の G.S.
グリエ（G.S. Ghurye）の下で大学院生として社会学を学ぶことを考えていたが、役人になると
                                                                 
11 これは学期の半ばに受けるいわゆる中間試験ではなく、大学 2 年目の修了時に行なわれる試験で、その
結果によって、3 年目に進学できるかどうか、どのコースに進学できるかどうかが決定される。 
12 当時のマイソール大学には、パス・コース（Pass course）とオナーズ・コース（Honors course）という 2
つの BA コースがあった。前者は最短で BA の学位を得ることを望む、多くの学生のための 2 年間のコー
スであり、後者は特定の科目を専門的に研究することを望む、選ばれた少数の学生のための 3 年間のコー
スであった（Srinivas 1973: 131）。 
13 総長（chancellor）は名誉職なので、副総長（vice chancellor）が大学の実質的な最高責任者である。 
14 現在はムンバイ大学（University of Mumbai）となっている。 
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スは喜んでそれを受け入れた（Srinivas 1973: 134; 1997: 2）。 
 




れにしたがった（Srinivas 1997: 3）。 
 ボンベイ大学初学年度の 1936 年から 1937 年にかけて、シュリニヴァスは社会学よりも第一
次司法試験の勉強に力を注いだが、1937 年 5 月に第一次司法試験に合格した後は、修士論文を





ソールにおける結婚と家族（Marriage and Family in Mysore）』という題で出版された。この本の
評判は良好で、権威ある総合学術誌『ネイチャ （ーNature）』にも好意的な書評（Neville-Rolfe 1942: 
505）が掲載され、グリエを喜ばせたが（Srinivas 1997: 4）、シュリニヴァス自身は、後に、こ
の本は未熟なもので、文体もぞんざいであり、1950 年代に絶版になったのは幸いだったと述べ
ている（Srinivas 1973: 134）。 




た（Srinivas 1997: 4）。 
 1940 年に約 5 ヶ月間にわたって行なわれたクールグ人に関するフィールドワークは、シュリ
















スは、最終的には必要なデータを集めて、1944 年の 12 月に 900 ページ近い博士論文をボンベ
イ大学に提出した（Srinivas 1973: 138）。 
 












                                                                 
15 オックスフォード大学の返事は、後で D.Phil.コースに変更することが可能という条件のついた B.Litt.
コースへの受け入れを許可するというものだった（Srinivas 1973: 139）。 
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たが、長兄ともうひとりの兄ゴーパール（Gopal）が、彼のために英国までの旅費と 3，4 ヶ月






















ラウンとの間に、学問的な決別があったと述べている（Fuller 1999: 5, n.8）。 
 この対照的な 2 人の指導教授とシュリニヴァスの関係について、シュリニヴァスは人間とし
てはエヴァンス＝プリチャードにより親しみを感じ、近しい関係にあったが、学問的な影響は
ラドクリフ＝ブラウンから受けた、と言われることが多い17。しかし、パーニニは、そうした
                                                                 




プリチャードの性質を賛美していた」と述べている（Jain 2007: 82）。また、ベテイユ（Andre Béteille）は、
シュリニヴァスへのインタビューにおいて、彼がエヴァンス＝プリチャードと近しい関係にありながらラ
ドクリフ＝ブラウンを尊敬し続けていたために、困った立場にならなかったか、と尋ねている（Fuller 1999: 











成しており（Srinivas 1973: 143; 1997 14）、エヴァンス＝プリチャードをその世代で最も優れた

























（Srinivas 1942: 111-112）。1967 年の論文で、シュリニヴァスは「サンスクリット化」を、低位のカースト
や部族ないしその他の集団が、上位のカーストの習慣、儀礼、信仰、イデオロギーや生活様式を取り入れ
ていく過程と定義し、集団のサンスクリット化は、通常、その地域でのカーストのヒエラルヒー内の地位
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スは、その理論や概念が正しいかどうかということよりも、それを用いることによって、どれ
だけ、社会や現象について説明ができるか、理解が深まるかということを重視している。 
 ラドクリフ＝ブラウンとエヴァンス＝プリチャードの指導を受けて 1947 年に提出された博












いうラベルを貼るのだとよく言っていたそうである（Shah 2000a: 100）。 
 












ある」（Srinivas 1956: 496）。 
21 さらに、エヴァンス＝プリチャードは匿名でこの本に好意的な書評（Times Literary Supplement, September 
6, 1952）を寄せた。 






していることを彼に話し、もう何年かオックスフォードに残るよう強く勧めた（Srinivas 1997: 11-12）。 
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入れた（Srinivas 1997: 12）。 
 
 シュリニヴァスは 1947 年の 12 月から調査対象とする村を選び始めた。彼の言葉によると「セ
ンチメンタルな理由から」（Srinivas 1976: 6）南部マイソール地域のいずれかの村にすることに





年 1 月 30 日に暗殺されたガンジーの喪が明けるまで調査の開始を延ばしたため、シュリニヴァ
スが村に移り住んだのは 1948 年 2 月中旬となった（Srinivas 1976: 10）。シュリニヴァスはラン










（Srinivas 1976: 32-33）。 
 ランプラでの調査に基づく民族誌は、調査から 28 年後の 1976 年になって『忘れ得ぬ村（The 
Remembered Village）』という題で出版されることになる。この民族誌を執筆するに当たって、
シュリニヴァスは時間をかけて整理したフィールド・ノートを放火によって失うという災難に
                                                                 
24 ランプラは仮名で、ほんとうの名前はコダグハッリ（Kodagahalli）である（Mukhopadhyay 2007: 167）。 
25 ランプラは、シュリニヴァスの 3～4 世代前の先祖がタミルナドゥから移り住んだ村であるアラケレ
（Arakere）からわずか 3 マイルしか離れていなかった（Mukhopadhyay 2007: 176）。 
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見舞われるのだが、それについては後でもう少し詳しく述べることにする。 
 




（David Pocock）が、学部生にはメアリー・ダグラス（Mary Douglas）、ジャック・グディ（Jack 










アーであった。こうして、1951 年 6 月、シュリニヴァスはオックスフォードを去り、バローダ
に赴任した。 
 





























学助成金委員会（the University Grand Commission）から社会学高等研究センター（Centre of 
Advanced Study in Sociology）の認定を受け、多額の資金が得られるようになった。シュリニバ
スはこの資金を他大学からの研究者の招聘、学生のための奨学金設置、図書館の充実などに用
いて、学部をさらに拡充した（Srinivas 1997: 15）。 
 シュリニヴァスは、デリーでも、学部運営や学内外の委員会の仕事で多忙だったが、1964～
1965 年と 1969～1970 年の 2 度にわたって、米国スタンフォード大学の行動科学高等研究セン
ター（CASBS Center for Advanced Study for the Behavioral Sciences）に客員フェローとして滞在
し、自分の研究に集中することができた。しかし、この 2 度目の滞在中、シュリニヴァスはわ
ずか 1 週間足らずのうちに、母の死、そして、18 年の時間をかけて整理してまとめたランプラ
調査のフィールド・ノート 3 冊を失うという不幸に立て続けに見舞われた。1970 年 4 月 20 日、
シュリニヴァスはマイソールにいる母が他界したという知らせを受けとり、一時帰国すること





（Srinivas 1976: xiii; 2000: 163）。 
 幸い、フィールド日誌と整理前のフィールド・ノートの原本はデリーにあったので無事だっ
                                                                 
28 シュリニヴァスの子どもにはラクシュミーの他に次女トゥルシー（Tulasi）がいる。 






ン（速記用口述録音機）を使って、約 6 ヶ月の間に 100,000 語以上を録音した。1971 年の 2 月
にはウィルス性肝炎に感染して非常に危険な状態に陥ったが、九死に一生を得て、夏から執筆
を再開した。後述するように、1972 年 5 月からバンガロールで新しい研究所の設立に関わるこ
とになったために執筆のペースは落ちたが、原稿は 1975 年に完成し、シュリニヴァスは 1976





 1972 年 5 月、再び V.K.R.V.ラオから、彼と一緒にバンガロールに社会経済変化研究所（ISEC 
Institute for Social and Economic Change）を設立しようという誘いを受けたシュリニヴァスはデ
リーを去り、バンガロールに移った。1979 年に ISEC を退職した後は、バンガロールの国立高
等研究所（NIAS National Institute for Advanced Studies）に J.R.D.タタ客員教授（J.R.D. Tata Visiting 
Professor）として加わり、1999 年 11 月 30 日に急性肺炎で逝去するまでここに在籍していた
（Madan 2001: 119）。 
 






スト dominant caste」「垂直的（カースト内）紐帯と水平的（カースト間）紐帯 vertical (inter-caste) 




ノートを見ないことにし、大部分を記憶に基づいて執筆した（Srinivas 2000: 165）。 
30 例えば 1978 年に発行された Contributions to Indian Sociology 第 12 巻第 4 号は、1 号分すべてがこの本の
書評論文 12 本とそれらに対するシュリニヴァスのリプライ（Srinivas 1978）に充てられている。  
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and horizontal (intra-caste) solidarities」「ヴォートバンク votebank」といった概念を発表し、イン
ドのみならず、他の地域を研究対象とする研究者にも影響を及ぼした。前述の、1996 年に発刊
シュリニヴァスの経歴と業績に関する論文集には、彼の出版物がほぼ網羅されている文献目録




























                                                                 
31 未発表の論文 1 本も含まれている。 
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